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か」と怒ってもいた。
　私は婦人科講師時代も「女性には 2 つの顔が
ある。」と言い続けて来た次第であった。
　一つめの上の顔には高額なお金をかけている
のに 2 つめの下の顔には、羞恥心からかひとり
で悩んでいるに違いないと思いつつ、医師とし
て悩んだ事でもあった。
　昭和 48 年 10 月、岡山市で開催された日産
婦学会中四国地方部会のシンポジウムに於て

「膣式手術のこつ」で私がメインスピーカーと
しての機会を与えられた事は忘れられない出
来事であった。多くの質問の中、「女性のふた
つの顔」に就いては、夫夫に納得された様であ
った。
　私もそれ以来、積極的に会陰、膣、時に肛門
周辺までの整形を行う様に努力し、退院後に夫
からの感激に満ちた感謝の言葉は本当に嬉し
く、之を境に本格的に膣式手術に取り込んだ次
第であった。
　或る膣式子宮全摘術の後半で術後、ひも付き
ガーゼ等を除去した後、出血等の確認の際に見
なれない少し充血した虫垂を見付けた。型の如
く、腹式と同様の虫垂切除術を行った。術後経
過も良く、ご本人は勿論、ご家族からもびっく
りした顔と安堵した様子で喜んでおられた。そ
の 2 ～ 3 年後、外科系の Dr. から予防的虫垂切
除は良くない。あれでも消化機能等に役立って
いるのではとの論文を見て、以後、異常のない
虫垂については放置することと決めた。
　その他、開腹術は全て下部横切開（パンネン
スティル氏）とし、帝王切開分娩術も含め巨大
卵巣のう腫も然りである。特に若い年令の方に
は出来るだけ下部横切開法で陰毛内で行う事に
していた。
　最近、「腹腔鏡手術の現状」と言う論文を読
んだことがある。執筆者は琉球大学婦人科講師
の銘苅桂子博士であった。
　私達との時代のずれがあるが、腹腔鏡下の手
術は最も視野が狭く、優秀な技術と体力、特に
視力が必要だろうと尊敬の念を持って想像する
次第である。
　時に、夜中、大声で「ペアン！！コッヘル」

　大東亜戦争敗戦の後、軍人志望であった少年
は、暫く放心状態の日々を送っていた。
　或る日、突然「僕は医者になろうかな、、、？」
と呟いた。それを側で聞いていた母が「それは
良いね。敵、味方が無くて。」と言ってくれた
のを覚えている。
　母は 94 才で他界したが、、、想えば私を未熟
児で出産し、保育器等の無い時代、柳行李の中
で三ヶ月余りを過ごしたそうである。自分の初
子が助かるかどうかと長い間、心痛し苦労した
事を思い出したに違いないと察する、今は亡き
母の想い出である。
　その後、順調に育ち、山口県立徳山（中学）
高校、山口大学医学部、山口大学大学院を卒業
し、山口大学医学部講師を務め、その後、開業
医となり、現在は老健で 87 才の現役で働いて
いる。せめて母と同じ 95 才迄は生きたいと思
う今日この頃である。
　徳山中学時代、敗戦後、連合国の武術禁止解
除となり、柔剣道の学校教育内の取り入れが許
可され、私も小柄ながら柔道部へ入った。部長
から「受身初段だな」と言われた事を憶えてい
る。山口大学医学部へ入学し、柔道部へ入り、
部長が産婦人科教授であった為、卒業後も必然
的に産婦人科　藤生太郎教授の教室へ入局した
次第である。
　その頃から世の中に美容整形なる科が出来初
め移籍する医師も少しづつ出て来たのを覚えて
いる。
　私は予てから、女性には 2 つの顔がある。

「何故、猫も杓子も美容整形へ高い金をかける
んだ？女優でもあるまいに、一般の女性達が」
と疑問に思っていた。「女性には 2 つめの顔が
あるんだ！！これこそ一番大切な顔ではない

女性のふたつの顔

産婦人科医　　
 猪本　利雄
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と叫ぶそうである。妻がびっくりして私をゆり
起す事がある。きっと当時の手術場の夢を見た
のだと思う。
　私は現在、87 才で老健施設長として働いて
いるが、私の考えとして人生は独りでは生き
て行けない。誰かがしっかりと支えてくれる
人が必要である。それは妻以外には無いと信
じている。
　私は百歳まで生きなければとひそかに思って
いる。毎日、適度にストレッチを妻と一緒に行
っている。夜は妻の背中や肩をゆっくり、マッ
サージをする事が日課となっている。
　年を取るにつれ、妻は必要で大切な人だと感
謝している今日この頃である。
　…この原稿を書いている時、私は老健施設で
働いておりましたが、私事の都合により、5 月
31 日を以て退職しました。
　現在は石垣島にて八重山医師会に入会し休暇
中です。

時を駈ける

長田クリニック　　
 長田　清

　子どもの頃は時間の
経つのが遅く、うだる
ような暑い夏休みは飽
きるほど長く続いた。
それが年を取ると時間
が経つのが速く感じら
れる。これはどういう
ことなのか。老化によ
り動作が鈍くなり瞬時の判断力も低下し、物事
の遂行に時間がかかり、その分時間が速く過ぎ
るように感じるのだろうか。年齢の違い以外に
も時間は気分によっても変化する。楽しい時間
はすぐに終わってしまうが、いやな時間は長く
感じられる。また運動や興奮で時間は速くなり、

運動時にはアップテンポの曲を聞きたくなる。
経験や熟練によっても時間感覚は速くなり、超
一流のプロ野球選手は、ボールが止まって見え
ると言う。このように時間の感覚は一定ではな
く人によって違う。
　時間の感じ方が一定ではないのは、もともと
実体がなく人間が便宜的に取り決めたものだか
らなのか。確か、地球の自転周期を 1 日とし、
それを 24 分割したのが 1 時間。それを 60 分
割して 1 分、さらに 60 分割で 1 秒。複雑な計
算で作られた時・分・秒だが、長い経験上感覚
的に把握できるのがありがたい。この時間の流
れを日・週・月・年といった単位で体系化した
ものが暦である。暦の
お陰で過去の歴史が整
理整頓されて、理解し
やすくなる。個人や家
族の歴史も分かりやす
い。暦さまさまである。
　時は「流れる」と表現される。過去から現在、
未来と続く流れである。この比喩ではゆった
りとした悠久のさまが感じられる。「光陰矢の
ごとし」と言われると、時は飛ぶがごとき速さ
で過ぎ去ってしまう。確かに都会では、流行の
変化や生活環境の変化がめまぐるしく過ぎてゆ
く。変わらないように見える「十年一日」の田
舎暮らしでは時の流れはゆったりとしている。
　このようにつかみどころがない時の流れの中
で、一点を定めて時間を刻むと時刻になる。何
時何分と表現して、時間が切り取られる。暦で
表現出来ない細かい生活行動がこれで把握でき
る。何時に起きて何時に出勤して、何時間働いて、
1 週間に何時間残業してなど、行動が数値化さ
れて見えてくる。この時間は労働対価としてお
金に換算される。時間給×労働時間＝給料。タ
イム・イズ・マネー、時は金なり。いやいやこ
の諺は、時間はお金のように貴重だという意味。
　時間が金だという比
喩は納得するところも
あるが、そうでない点
もある。金は貯蓄に回
して利子がついて増え
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死という生理的絶対ゴールまで行くしかない。
その最終ゴールは 70 歳かもしれないし、80 歳
かもしれない、90 歳ということもあるだろうし、
奇跡的に 100 という可能性もゼロではない。そ
う考えるとまだまだ時間はたくさんある。
　若くない、もう年だからと自分を規定し限界
を作っていたが、気の持ち方でガラッと変わっ
た。身体が硬くなり、筋力が衰え、瞬発力もな
くなったが、そういう老化も当たり前の生理的
変化と受け入れたら楽になる。年老いたことを
嘆くことも恥じる必要もない、ありのままで
いるだけでいい。医学会で活躍するのは 3、40
代が中心である。しかし地域医師会で活動する
先生方はそれより上で 5、60 代。さらに 7、80
代でかくしゃくとして地域の医師会活動に参加
され親睦の集まりに元気な姿を見せる先輩方も
多い。そういうロール・モデルが身近に多いの
で励みになる。
　私も多く見積もれば
残 り 30 年 も あ る。10
年で人は一人前、ある
いは一流になれるとい
うので、あと 3 つくら
いものにできそうであ
る。ワクワクする。おっと、年をとってただで
さえ時が過ぎるのが速いのに、楽しい時間はさ
らに時間が加速される。30 年を 3 年と感じて
しまうのだろうか。うーん、それでも構わない、
時を駆けてみよう。天にも昇る心地でそのまま
翔（かけ）抜こう。

るが、時間は使わずにおいておくと消えてしま
う。では時間を何に投資するか？増やすことは
できないにしても、有効な使い方は何だろうか。
タイム・マネージメントとしては、無駄のない
時間の使い方が推奨されるだろうが、人間の健
康に必要なのは機械でいうところの “遊び” で、
無駄な時間がリラックスのために役に立つ。メ
ンタル・ヘルス的にはタイム・マネージメント
は厳密にしない方がいいのだ。
　貴重な時間は命と同義になることもある。余
命何日と言われたら、その時間が命。人の命は
金にも何にも代えがたいほど価値がある。しか
し死が避けられない重篤な病であれば、命は時
間で計られる。さてその場合の時は速いのか遅
いのか。恐らく極限状態では、走馬燈のように
一生が駆け足で振り返ることができるのかもし
れない。無用な延命措置が高じられたら、無期
懲役囚のような状態で、時の流れは遅くなるの
ではないか。
　年齢というのは時の積み重ねである。実体の
ない時間の経過が 1 年区切りの単位でその人を
測る物差しになる。積み重ねが少ない間は若い
と言われ、早く多くを積み重ねたいと思った。
重ねた年数が増えると年寄りと言われる。子ど
ものときは、若いということがハンディキャッ
プに感じられた。年上が強いし偉かった。20
歳になって大人になったと喜んでいたのも束の
間で、中年になると年がプレッシャーになった。
いい年になっても、まだ何も成し遂げてないと
いう焦りに追われた。老年期に入ると、意外に
も心地よくなった。シルバーシートやシルバー
割などで得をすることが増えている。
　年を取るって実は素晴
らしい。忘れっぽくなる
から、嫌なことがあって
もすぐ忘れてしまう。時
間が過ぎるのは速いが、
活動が減るので時間はた
くさんある。若い頃は
60 歳までとか 65 歳まで
とか人生の区切りを意識していた。しかしそれ
らの社会的ゴールを通過してしまったら、後は

モンローと共に歩む

運天産婦人科医院
 運天　啓一

　先代の雑種のモンローが病死し傷心の思いが
消えたころ、家内と息子達を連れて美浜のペッ
トショップを訪れた。檻の中で一匹だけ私達に
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たが、すかさず階段を駆け下りて 2F の OPE
室のボスミン液をカット棉で浸しワラをもつか
む思いで止血を試みたところ止まった！やれや
れ。次はモンローのうんこの話。彼女の排泄行
為は腰をかがめた独特のポーズで始まり、広い
ベランダにまき散らかしながら移動するのであ
る。前衛アーテイストが真っ青になりそうな前
代未聞のうんちアーテイストである。以前ペッ
トショップで犬を飼うのはどうせ私の仕事にな
るのだからと難色ぎみだった家内。豊見城中央
病院の O 先生の執刀のおかげで腰部脊柱管狭
窄症が完治し見違えるほど元気になったのだが
ぶつぶつ言いながらうんこのかたずけはやはり
彼女の仕事になっている。ヒージャー臭いが気
になるので「モンローおふろよー」と大声で風
呂嫌いの犬を追いかけている。そばでカラスが
聞き耳を立てている。私はうたた寝の素振りで
半目を開けてそ知らぬふり。ソファーにもたれ
てしばらくぼーっと窓際の景色を眺めていると
思わぬ発見がある。そよ風にのってイシガキチ
ョウ、アゲハ蝶、ジャコウアゲハ、タテハチョ
ウがひらひらと飛びながら通り過ぎていく。我
が家は「蝶の道」になっているらしい。トンボ
が迷い込んできた。ベランダの床の色が光沢の
ある緑色なので水面と勘違いしたのかギンヤン
マが何度も床にしっぽをこすりつけながら飛翔
を続け産卵行動を繰り返す。自然界のパターン
認識の勘違いは滑稽であり少しもの悲しくもあ
る。眼前の名護岳は今日もいい天気で、引き立
てのホットコーヒーの香りが漂い分娩のない朝
は爽快である。一方のモンローはといえば老人
性の掻痒症でよほどかゆいのか、後ろ足で患部
をガシガシ掻きむしるのだが体のバランスを崩
してしまいよろけてしまう有り様。こうした日
常性の中でペットやカラスを笑ってばかりいる
のだが。ともあれ我が家は高齢化の真っただ中
にいるようだ。老いは日常生活にさりげなく忍
び込み笑いと一抹の寂しさを誘う。いつまでも
後ろ向きな気持ちでは何事も始まらない。油絵、
料理、ジョッギング、バイク、ワインでささや
かな楽しみを見つけ、また最近購入した JBL

とりわけアピールしたラブラドールレトリバー
の雌の子犬、これが後程家族の新たな一員とな
った 2 代目モンローとの初めての出会いであっ
た。引き取ったその夜は不安そうで 4 階のベ
ランダのコンクリートがよほど冷たかったのか
ぶるぶる震えて痛々しかった。2、3 日でよう
やく慣れたのかミルクを飲むようになった。順
調に発育し成犬らしくなった頃兼ねての計画ど
うり動物病院で避妊手術をしてもらった。わず
か数時間で雌としての性をあっさりと奪われた
者にとって残された唯一の楽しみは食欲であっ
た。そもそもこの犬種は食い意地が悪いのが有
名で飼い主もまた同様である。朝夕のドッグフ
ードでは飽き足らずガラス越しに食卓に並んだ
順番に早く食わせろとせがむのでその嗅覚には
恐れ入る。やんちゃ盛りの壮年期を過ぎてきて
今ではよれよれのフレイルの婆さんになっても
食欲の衰えを知らない。年 1 回の狂犬病の予防
接種に行くのだが毛が抜けた老犬の有様なので
かわいらしいペットを抱っこした奥さんたちの
冷たい視線（ヤナイングヮー）に耐えかねて最
近では行くのをためらってしまった。いつの頃
からか 1 匹のカラスが我が家にやってくるよう
になった。テノールの早口で「モロー、モロー」
これは家内の真似か。バリトンのカラス特有の
だみ声で「モーンロー　モーンロー」これは私
の真似であろう。メジロのチュウチュウとかわ
いいさえずりが聞こえる。目を凝らしてみても
目の前には黒いカラスが一匹だけ。水を飲みに
来たり、モンローにすり寄ってきては残飯を失
敬したりするが、視力の低下と追っ払う気力が
失せた老犬は我関せずとうたた寝を決めこむ。
ペットが一匹また増えたわいと呑気に構える
私。犬とカラスと飼い主の奇妙な共同生活の始
まりである。ところで最近のモンローは老化が
著しく膝関節が痛むようで、おまけに爪が伸び
放題で可哀想だ。誰も切る者がいないので私の
出番である。無造作に深爪をしたとたんぽっか
り空いた爪の空洞からぽたぽたと血液がしたた
り落ちてくるではないか。ところが通常の圧迫
止血ではなかなか止まらない。一瞬途方に暮れ
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で JAZZ を聴いて悦に入っている。県道に面
しているのでピーポーピーポーと救急車の音が
真下に聞こえ医院の前を通り過ぎる。「ドプラ
ー効果」で少しずつ頼りない音で遠ざかってい
くのがわかる。ああ県立北部病院に向かってい
るんだなと確信しつつ祈るようなほっとした気
持ちで耳をそばだてて聞いている。これが毎日
繰り返される多忙でありまた暇な日常である。
今回は愛犬をダシにした話題で緑陰随筆の読者
の皆様の失笑をかったかもしれない。暑い夏を
元気でお過ごしください。

なにくそ老化め
医療法人もりくに

 わくさん内科
湧田　森明

　「ヨイショ」「ドッコイショ」「アー疲れた」「タ
チカンティースン」「ウチカンティースン」口
からつい出るようになった言葉です。職員から

「こんな言葉を言うと余計に疲れますよ」と言
われ使わないようにと思いましたがなかなかむ
つかしい。つい「ヨイショ」と口をすべらせ、
しまったと思い、「とわ言わないぞ」と追加ご
まかしている最近の私です。
　専門は消化器、中城に開業したわくさん内
科は 13 年目になりますが、2 年前に胃内視鏡、
昨年大腸内視鏡検査を止め、かろうじて腹部エ
コーのみの消化器専門医として診療を行ってい
ます。今は内科専門医？、何でも屋みたいな状
況です。当然、診察も高齢の方が多く、かく言
う私も前期高齢者でありますが高齢者を診てい
ます。13 年前、とても元気だった方が徐々に
衰え、杖歩行となり車椅子生活…一昨年、昨年
と私自身も両親を見送りましたが 2 人とも同様
に全身の力、特に下肢の筋力低下から始まり介
護が必要となりました。そこで自分はそうなり
たくないと老化について考えてみました。

　「健康で長寿」が私たちのあこがれ、目指す
医療の最終目標です。人間も、そもそも細胞の
集合体です。細胞には寿命があり細胞の老化は
防ぎようがありません。でも世に言う健康寿命

（生活の自立）を少しでも先延ばしにするため
に何をなすべきなのか！！
　私は老化の始まり（健康寿命短縮の始まり）
は全身の筋力の衰えと考えています。筋力を維
持することが私の将来設計「ピンピンコロリ」
ならぬ「スマッシュを決めてコロリ！」を決定
づける重要な事項です。
　筋力の低下は頭の先から足の先端まで全身
隅々まで進み、それぞれ様々な自覚症状が出て
きます。どうすれば頭から足の先までの筋力を
維持できるのかそれが問題です。
　若い時は日常生活をこなすだけで全身の筋肉
は自然と鍛えられるといいますが、年齢ととも
に日常の生活だけでは衰えていきます。若いと
いう事は凄い事です。新生児から乳児に（原
始反射・手足バタバタからハイハイ）、乳児か
ら幼児に（ハイハイから起立歩行）、幼児から
児童に（起立歩行から走行）、成長と共にいつ
の間にか筋力がアップする。若者は当たり前と
思っているでしょうね、羨ましい限りです。私
は 65 歳になりました。成長の時代はとっくの
昔に終了、何もしなければ衰えるだけの世代で
す。そこで、自分の身の回りに起きてきている
異常事態を思い起こすと、テニスコートや診療
所の塀がよじ登れず椅子を階段変わりに、或い
は脚立を使い塀を乗り越えている。起き上がる
時・立つ時・座る時に手足の反動を利用したり、
何か物につかまる事によって動作をしているな
ど、他多数です。
　そこで考えました。塀を自力でよじ登れるよ
うになる、スムーズに起きたり座ったりできる
ようにする。それらを一つひとつ克服すればい
いのではないか。登れないままにしておくから
さらに悪くなるのではないかと！　そう考える
とやるべき事が年々増加し、今後は若者以上に
忙しくなりそうです。
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　一昨年「老化を促進する物質が同定され、そ
の物質を蓄積させない事で細胞の老化を抑える
事が出来る」という講演を聴講しました。老化
物質を減らす薬も開発中との事、楽しみです。
わがままな私はこの新薬にも期待しながら、出
来なくなりつつある動作を繰り返し繰り返し行
い、衰えた筋力を鍛えながら、数年先かもっと
先か将来「スマッシュを決めてコロリ」と人生
を終えればと思っている今日この頃です。
　文才のない私に投稿を推薦頂いた上原 哲先
生に感謝致します。

沖縄のカナブン

高宮城皮フ科　
髙宮城　敦

　皆さんご存知でしょうか？沖縄本島で良く見
かける比較的大きなカナブンには 3 種類がいま
す。金属光沢のある緑色のカナブンとくすんだ
光沢のない緑色のカナブン、台湾からの移入種
である茶色の金属光沢のあるカナブンです。一
般的には知られていませんが、実はその金属光
沢のある綺麗な緑色のカナブンは 2 種類に分か
れます。カラーでの掲載ができずわかりにくい
のですが、金属光沢の緑色のカナブンを 10 ～
20 匹捕まえたらその中の 1 匹程度の割合でリ
ュウキュウオオハナムグリ（以下リュウキュウ
オオ）が混じっています（図、外観と交尾器）。
残りはすべてリュウキュウツヤハナムグリ（リ
ュウキュウツヤ）という種類です。この 2 種は
全く別種でありますが進化の過程で沖縄本島で
の生存に最も適合した型として似通った姿形に
なったのでしょう。一方台湾からの移入種であ
る茶色の金属光沢のあるタイワンシロテンハナ
ムグリ（以下シロテン）は姿形は全く別物です。
私はある時、今まで見た事のない青みがかった
緑色の綺麗な光沢のあるカナブンを数匹捕まえ

ました。またある時にシロテンのオスとリュウ
キュウオオのメスが後尾をしているところを目
撃しました。もちろん捕獲して確認したのです
が、それらの事からこの 2 種は交雑して繁殖し
ているのではないかと推測しました。その事を
虫に詳しい友人に相談したところ一笑されて馬
鹿にされてしまいました。常識ですが虫は住み
分けをしていて自然界では別種が交雑すること
はないからです。私は沖縄本島と台湾でそれぞ
れに進化した 2 種類が元は同種で長い年月にそ
れぞれの地域で独特の進化をして異なる姿形に
なった近縁種である可能性を推測しました。ご
く近い近縁種であれば交雑しても不思議ではあ
りません。何匹も捕獲して 2 種の交尾器を詳細
に調べ非常に酷似している事（リュウキュウツ
ヤは全く異なる形態）、またそれぞれの純系累
代飼育を行い、それらを交雑させ、その交雑種
が野外で採れる青みがかった綺麗な緑色を呈す
るものと同じである事、さらにその交雑種が何
代も累代出来る事を証明し論文にしました（月
刊むし、No439,p29-34, 2007）。つまり別種で
あると思われていた姿形の全く異なる 2 種が非
常に近い近縁種で自然界でも交雑して繁殖して
いることを証明したのです。今後公園や雑木林
など住む場所が限られてきたらさらに交雑は進
んで行くものと思われます。わかってしまえば
全く不思議なことではなく、人間の世界もホモ・
サピエンスから始まって白人、黒人、黄色人、
オーストラロイドなどと別れていますが、文明
の発展とともに世界が身近になり住む場所が狭

外観と交尾器
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くなってきて混じり合ってきています。私が小
学生の頃一番人気のあった女の子はハーフで南
沙織似のきれいな娘でしたが最近ではハーフも
珍しくなくなってきました。地球誕生の長い歴
史から見て産業革命、農業革命、衛生、医療の
向上によりここ数百年間の人口増加は凄まじ
く、2100 年までに 100 億人に達するでしょう。
虫の世界ではある年ある種が大発生する事があ
りますが、その後は数年間パタッといなくなっ
てしまいます。近年世界の情勢が不穏になって
きましたが、地球環境の変化、食の変化に加え
それぞれの民族の交流、宗教問題など複雑な世
の中になってきています。人類が多方面で調和
を重視して発展（見方によっては後退）するこ
とを切望しますが、はたして今後人間はバラン
スをとってうまく適応できるのか、未来で人間
がどのように生き残ってどのように変化してい
くのか、見てみたいものであります。

おろしあ国探訪記

さくらメンタルクリニック
田中　由香子

　1994 年 8 月のある日、私はロシアの国内線の
機内にいた。もう 3 時間以上、何のアナウンス
もなく離陸を待たされていた。エアコンは入っ
ていない。体臭と人いきれでむせ返る中、文句
を言う乗客は誰一人いない。仕方なく目をつぶ
るといつの間にか眠りに落ちた。目覚めると眼
下にサハリンが見え、オホーツク海を横断する
と程なくしてペトロパブロフスク・カムチャツ
キーに着陸。眼前に広がる大自然に疲れを忘れ
て圧倒される。空気が美味しい。こうして私は
何とか無事にカムチャツカ半島にたどり着いた。
　ホテルの周りで遊ぶ少年達にスーパーボール
を差し出すと喜んでいつまでも追いかける。7、
8 歳にしか見えないが 13 歳だと言う。厚い霧
の中を散策すると草の上で愛し合う恋人達に突

然遭遇する。自然保護区へヘリコプターでハイ
キングに行くと旅行会社の職員の子供達もゾロ
ゾロと付いてくる。ホテルはお湯が出ない。冬
に備え点検中という。ホテルの鍵番のおばちゃ
んは別荘で採れたきゅうりを持ってきてお喋り
をしたがる。
　カムチャツカの帰りに立ち寄ったハバロフス
クもメインストリート以外は舗装道路も少な
く、アクセサリー 1 つ買うのにも列に並んでレ
ジでお金を先に払い、不機嫌な顔をした店員か
ら品物を受け取らなければならない。
　木造の教会の門のところにはボロを纏った親
子がたむろし、膿で汚れた包帯を全身ぐるぐる
巻きにした人が脚を投げ出して座っている。聖
堂の中は頻繁に香が焚かれ、ろうそくの薄暗い
明かりのプラトークの老婆達が立ち尽くす。空
港近くの日本人墓地には、戦後シベリア抑留で
亡くなった兵士達が眠っている。顔写真付きの
墓石の前でしばし手を合わせる。
　1995 年、私は東京のニコライ学院でロシア
語を習い始めた。しかし、一年程経つと経営困
難から学校は閉鎖される。
　1998 年、半年間集中講義を受けた後私はロ
シア正教徒になった。そこでいろんな事件に巻
き込まれ、日本のロシア正教会には二度と出入
りできなくなってしまうのであるが、、、
　2005 年 4 月、ハバロフスクを再訪。前回親
しくなって文通を続けていたガイドのヴィタと
ナターシャの家に招待される。まだ凍結してい
るアムール川を背景に記念撮影をする。日曜日
にはロシア正教の教会の聖体礼儀に参列。11
年前にはなかった新しい教会の中には立錐の余
地もないほど信者が集まっている。その中でボ
ーッと立っていると「被り物をしなさい」と怒
られ、慌てて首に巻いていたスカーフを頭に被
る。メインストリートにはファースフードのお
店もでき、スーパーには韓国製品が溢れ、買い
物は随分便利になった。
　2009 年、私は引っ越した先の札幌でロシア
語学校を見つけ、中断していた勉強を再開する。
しかしまもなくこの学校も経営困難で閉鎖され
ることになる。
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　ロシアとの関係で困難に直面するたび思い
出すのはエカテリナ二世の言葉である。「体の
血を全部抜き取って、一滴残らずロシア人の血
に入れ替えたい」。エカテリナ二世はドイツ人。
14 歳でロシア皇太子妃候補となってロシアに
渡り、ロシア正教に改宗し 16 歳で結婚する。
ロシア語の勉強に熱心なあまり高熱で倒れると
言うエピソードを持つ。
　あの後ヴィタはシベリア鉄道の乗務員と結
婚。やっと恵まれた男の子を病気で失い、その
後離婚。ナターシャは日本人と結婚して新潟で
暮らしていたが、難病を患い離婚してハバロフ
スクに戻る。
　決して快適とは言えないロシアの旅。仕事で
はニコリともしないが一度親しくなると人懐っ
こい人々。ヨーロッパの教会の落ち着いた佇ま
いとは異なり「今すぐここ」に救いを求める人々
の呻き声がこだまするロシア正教の教会。私は
それらを思い出すたび腹の底をゆさぶられるよ
うな思いが湧いてくるようになった。懐かしさ
と息苦しさでいても立ってもいられないような
気持ち。はらわたが痛い「チムグリサン」とで
も表現しようか。
　2017 年 4 月、沖縄に戻ってきて 4 年目の私
はここで結婚して住みついているロシア人ヴィ
クトリアと出会う。私は昔の教科書を取り出し、
彼女の助けを借りながら三度ロシア語の勉強を
始めたところである。
　初めてロシアの土を踏んでから 23 年、私の
ロシア探訪の旅はまだまだ続きそうである。

50 回忌の出会い
ファミリークリニック

 きたなかぐすく
 涌波　満

　昨年 7 月、亡き祖母の 50 回忌のお参りに、
父方の叔母夫婦、妻と 4 人で、故郷の金沢に
帰省しました。叔母の「これで、お墓参りも最

後になるかもしれない」という言葉と、開業し
たばかりの北陸新幹線に、心を動かされたので
した。
　私には、兄弟はいません。由緒があるとか、
宗家であるというわけではないのですが、涌波
家では当主です。すでに両親は他界しています。
祖父母は、若くして亡くなっているため、ほと
んど記憶に残っていません。悲しいことですが、
祖父は 30 歳代でなくなったそうで、父から詳
しい話を聞いたことはありません。幼いころに、
曾祖母から、その名前を聞いたことは覚えてい
ますが、どのような仕事をして、どうして亡く
なったか、命日はいつかなど、まったく知るす
べもない、神秘的な人物として、受け取ってい
ました。我が家は、敬虔な仏教徒というわけで
はないのですが、毎年、お盆に家族でお墓参り
をする慣習があり、その祖父母を思いめぐらせ、
手を合わせていたものです。
　北陸新幹線の車中で、叔母が、今回 50 回忌
を迎える祖母の亡くなった年があいまいである
と言い出しました。私の自宅にあるお仏壇の位
牌に刻まれた年と 1 年ずれていたのです。本当
に、今年 50 回忌なの？いやいや何ともお恥ず
かしい。いくら議論しても、正解にたどり着く
わけはありません。
　そうこうしているうちに、お寺に着き、ご住
職の奥様に尋ねてみることにしました。普段は、
保管してある台帳なるものが、手元にあるので
すぐに調べられるとのことです。何でも、江戸
時代後期からの記録が残る分厚い帳面で、劣化
が激しいため、今のうちに IT 化しておこうと
いう計画のようでした。祖母の命日は、直ぐに
わかりました。その時、なぜか、心の中に、祖
父を思いました。思わず、ページをめくり、祖
父の名前を探していたのです。叔母が記憶して
いる命日も参考に…。ありました！祖父の名前
が。昭和 11 年 7 月 22 日、享年 29 歳とありま
した。幼い頃から、何度もこの寺を訪れていた
のに、50 歳を過ぎて初めて台帳があることに
気付くなんて、情けない話です。
　29 歳で亡くなった祖父、夢があったであろ
う人生の途上で、幼かった私の父、叔母を残し
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て旅立つなんて、どんなに悔しかったことでし
ょう。しかも、私の不甲斐なさから、ご位牌も
なく、一人ぽっちにしていたことをひどく悔み
ました。そして、同時に祖父をとても身近に感
じたのです。昭和 11 年は西暦で 1936 年、ち
ょうど 80 年になる年にこのような出会いとな
りました。
　そもそも、叔母が命日のことを言いださなけ
れば、台帳に巡り合うこともなかった。まさに、
Sequence of Events、偶然の重なりでした。50
回忌の年に、祖母が、私を祖父に導いてくれた
ような気がしました。私は、さっそく、お仏壇
の店に出かけ、祖父の位牌を注文しました。も
ちろん、法名も刻んであります。自己満足かも
しれませんが、現在、祖父の位牌は、両親、祖
母とともに自宅にあり、皆で私たち家族を見守
ってくれているような気がしています。

「アンダカシーで健康長寿
復活～ハワイから豚が

550 頭やってきた」
こくらクリニック

 渡辺　信幸

　最近注目されている食品のひとつにアンダカ
シーがあります。豚の脂身からラードを取った
後に残るアンダカシーです。昔から沖縄ではよ
く食べられていて懐かしさを感じる人もいらっ
しゃるでしょう。現在は「あんだかし専門店龍
華」が有名です。私も大好きでおやつ代わりに
したり、豚しゃぶや卵スープの具材としてもピ
ッタリです。私は龍華の二代目社長の國場麻梨
江さんとも親しく、会うたびにアンダカシーの
話から沖縄の豚肉文化の話ばかりしています。
最初の出会いは以下です。クリニックにミドル
エイジの女性で糖尿病の患者さんが通院してい
ました。彼女はお菓子がやめられなくて、血糖
値のコントロールに悩んでいました。そこでハ
ットひらめいたのがアンダカシーです。アンダ

カシーは豚から作りますから糖質量がほぼゼロ
で食べても血糖値は上がりません。しかも食感
もスナック菓子のようでおやつ代わりにピッタ
リです。沖縄の伝統食でもあります。そこで患
者さんに勧めたところ「昔食べていたよ～懐か
しいね～。いつ頃からか食べなくなったね～。
ラードは体に悪いと言われたからね～。我慢し
ていたよ」と話してくれ、喜んで食べてくれま
した。しばらくすると「アンダカシーは美味し
いし、満腹になるからお菓子の食べ過ぎが減っ
たよ」との報告。と同時に彼女の血糖値が下が
り、安定して、内服薬から卒業しました。診察
の間隔も伸びたある日、フェイスブックのメッ
セージに龍華の國場麻梨江さんからメッセージ
が届いたのです。「こくらクリニックへ通って
アンダカシーを食べたおかげで血糖値が安定し
ました。感謝しています」との手紙が龍華へ届
いたそうです。國場さんはひっくり返って、慌
てて私にメッセージをくれたのです。これが麻
梨江さんとの最初の出会いでした。
　当時、「野菜や粗食がヘルシー」と考えてい
た麻梨江さんはびっくりして、彼女自身も健
康に不安を感じていたのもあり、すぐに診察に
飛んできてくれました。私は沖縄の伝統的な豚
肉文化の事、体を修復をするのに必要な食べ物
は蛋白質と脂質、私の指導法である「MEC 食

（Meat・Eggs・Cheese を 30 回噛んで食べる）」、
アンダカシーは食べても血糖値が上がらないな
どを説明しました。先代から家業がアンダカシ
ーだったことから、彼女も伝統的な豚料理と健
康長寿の関係をいろいろ調べるようになり、自
らアンダカシー、豚肉を美味しく食べる事でそ
の健康効果を確信し、沖縄の健康長寿問題も真
剣に考えるようになりました。なぜ沖縄の健康
長寿が崩壊しつつあるのかと。
　やがて麻梨江さんは 1945 年に辿り着きます。
ハワイでは米軍による猛攻撃で全てが灰燼に帰
した沖縄を救おうとハワイ連合沖縄救済会が

「荒廃した沖縄を種豚で復興させる」と寄付を
集めました。5 万ドルの寄付で（当時公務員の
給料は 25 ドル）、550 頭の種豚をアメリカから
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購入し船で運びます。途中引き返したり、嵐、
日本軍が設置した機雷等、豚の世話等があり、
命がけで 3 週間後に勝連のホワイトビーチへ到
着しました。550 頭の豚は大きなトラックに載
せられ那覇市古波蔵の検疫所に運ばれ、県内各
地に配分されます。その 3 年後、ハワイから送
られた 550 頭の豚は、10 万頭にも増えました。
この話を麻梨江さんから聞いたときに私は身震
いしました。なんと、こくらクリニックはかつ
ての検疫所の古波蔵にあるからです。私が診療
で豚肉・アンダカシーを勧める事と何か縁があ
るのではと気付いたからです。ハワイからの
550 頭の豚が当時の飢えに苦しむ沖縄県民の命
を守り、その子孫が沖縄の健康長寿を現在まで
守ってきたのです。
　戦前の沖縄では豚肉がおもなタンパク源であ
り、脂肪もラードで食べていました。本土型の
穀菜食の文化と違って、豚肉文化で暮らしてき
たからこそ日本一の長寿県とされたのでしょ
う。アンダカシーを食べながら、戦後に沖縄県
民の命を救った 550 頭の豚と沖縄の健康長寿
復活に思いを馳せる毎日です。

ゴールデンウィーク
家族旅行

かみやま皮フ科
 神山　 郎

　今年のゴールデンウィークに出かけた家族旅
行について書いてみる。
　今回の旅行には 80 を越す私の両親も同行す
ることとなった。休日に合わせ、5 月 1 日 2 日
の平日も休診にし合計 6 泊 7 日の連休にした。
また中学生、高校生の娘も学校を休ませ参加さ
せた。

4 月 29 日（土）
　那覇空港朝 7 時 30 分発の飛行機に間に合わ
すため 6 時半に空港到着である。

　連休最初の土曜日ともあって手荷物カウンタ
ーにはすごい行列が待っていた。
　午前 9 時 50 分羽田着。横浜の大学に通う長
女も加わり、まずは今話題の銀座シックスへと
向かう。すさまじいほどの群衆である。時計店
で 1 個 300 万円前後の時計に混じって、3,000
万円の腕時計を見ながら、一体誰が買うのだろ
うと思ってしまった。東京最初の食事は資生堂
パーラーである。満席であった。思い思いに洋
食を注文し楽しいひと時をすごす。やはり料理
のレベルは大したものだ。ちなみに次回はまだ
行ったことのない資生堂の名店ロオジエを訪れ
てみたい。午後はお台場の日本科学未来館で開
催されているディズニーアート展へ行った。こ
こもすごい数の人間である。17 時半からは劇団
四季のライオンキングである。公演終了。長時
間のスタンディングオベーション。やはり劇団
四季は素晴らしい。締めくくりの夕食は銀座の
イタリアン サーラ アマービレだ。銀座でも有
名なアロマフレスカの姉妹店で 同じフロアーに
ある。アロマフレスカの方は 5 年くらい前に職
員旅行で来たことがある。料理は申し分ない。
特に玉ねぎの冷たいスープとメインのステーキ
には感動した。ワインは白でイタリアワインの
バタール 2013 年を開けてもらった。かなり重
いということでデキャンタしてもらったのだが、
これが素晴らしい。花開いた芳ばしい香りが鼻
腔をくすぐる。なんとも贅沢な晩餐であった。

4 月 30 日（日）
　午前中は国立西洋美術館で開催されているシ
ャセリオー展に出かけた。あまり耳にしたこと
のないロマン派の画家だが、資料によるとフラ
ンスの美術界に少なからず影響を与えてたとし
て近年再評価されているらしい。午後から母親
の実家のある千葉市にでかけた。昼食はかなり
手をかけてくれたご馳走でテーブルにあふれん
ばかりであった。いい感じで酔っ払ってきたと
ころで、和食処 翠州亭（すいすてい）に連れ
て行ってもらう。名前の由来は旧スイス大使館
を移築してできたところから来ているらしい。
日本庭園が本格的な和洋折衷の木造建築で国の
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登録有形文化財にも指定されているとのこと
だ。その晩は広い二間続きの日本間でみんなで
布団を引いて眠った。

5 月 1 日（月）
　今日は一応平日である。多少は空いているこ
とを期待してディズニーに出かける。入ってみ
るとやはり人でいっぱいだ。今日はランド、明
日はシーの予定だ。夕方までじっくり遊んでオ
フィシャルホテルに宿泊した。夕食はホテルの
フレンチとなる。夕方から大学を終えた長女が
やって来て、夜のランドへ子供 3 人で出かけて
行った。

5 月 2 日（火）
　子供たちは今日はシーに出かけた。自分は父
親を連れ出して東京下町巡りである。お昼は浅
草演芸ホールに落語を聞きに行く。浅草駅から
ホールまで結構距離があるので人力車を利用し
た。浅草の名所解説も丁寧であっという間にホ
ールに到着した。弁当にビールという最強の組
み合わせで落語を堪能する。2 時間ほどお世話
になり、次の目的地は江戸東京博物館である。
実はここは初めてだ。博物館は思いのほか大き
く、見応え十分である。その日の夜は弟家族と
合流し中華料理である。天香回味（テンシャン
フェイウェイ）銀座店だ。ここはモンゴル風の
火鍋のお店だ。唐辛子入りの赤いスープと透明
なスープの 2 種類で鍋料理を作り、好みでブレ
ンドして自分の受け皿にスープを注ぐ形式だ。

人力車

数十種類の野菜のエキスで作るらしく、店内の
匂いは中華というよりはカレー屋さんのような
スパイシーなものだ。

5 月 3 日（水）
　今日からは群馬県観光である。まずは定番の
富岡製糸場だ。2 時間ほどガイドの解説付きで
施設を観光する。昼食は施設の近くにある蕎麦
食堂仁べえにお邪魔する。蕎麦は十割手打ちな
がら、多加水で喉越し重視とのことだ。食べて
みると評判通りスルスルした喉越しで十割とは
思えない。初めての食感であった。午後は子供
の希望で群馬サファリパークに出かける。子供
はなぜか羊にはまっていた。
　さて伊香保温泉。硫酸塩泉いわゆる黄金の
湯である。やっぱり温泉はいい。幸いなこと
に部屋のすぐ近くに温泉があったので、何度
も訪れることができた。夕食は、うーん今ひ
とつで残念。

子供羊と

伊香保温泉
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5 月 4 日（木）
　早朝肌寒い空気の中、石階段を登って伊香保
神社にお参りに行く。とても空気が澄んでいる。
伊香保温泉を出てまず最初に向かったのは、子
供の要求で近くにある伊香保グリーン牧場であ
る。案の定またしても羊だ。子供いわく 1 日触
っていたいと。次に向かったのは榛名湖。榛名
富士へのロープウェイに乗って山頂に向かう。
壮大な風景にしばしみとれる。想定外であった
のがその後の渋滞である。一般道も高速道路も
軒並み渋滞しており、その後の予定をすべてキ
ャンセルし帰路に向かう。ギリギリ新幹線に間
に合った。その夜は東京最後の晩餐だ。江戸前
寿司である。ただ大人数なので、パレスホテル
のかねさかの個室を予約しておいた。おつまみ
も寿司も期待通りだ。やはり名店である。

　これで長い家族旅行は終了した。なかなか充
実した旅行であったが予想通り太ってしまっ
た。ダイエットをがんばろう。

「診療雑感」

嘉陽皮膚科　　
 嘉陽　宗亨

　熊本・大分の地震から 1 年あまりが過ぎま
した。ニュース映像で大きく割れた大地と黒々
とした土砂が映し出された際に強烈な地球規
模のエネルギーを目の当たりにし私は言葉を
失いました。と同時に柔らかく質の良い土壌に

「あぁ、あの土なら良い作物が育つのも当然だ」
と九州の米所として有名な熊本の底力を実感
しました。阿蘇は世界有数のカルデラで長年の
火山灰の蓄積で土壌は肥沃です。活火山の周囲
に町があるのは世界的にもまれで、町の発展も
阿蘇の肥沃な土壌ゆえかもしれません。
　那覇で生活しているとコンクリートとアスフ
ァルト、どこからか移設した土で形成されたき

れいな公園という風になかなか自然本来の姿を
確認する機会は乏しい毎日です。私の医院があ
るいわゆる新都心地区は皆様ご存知の通りかつ
て米軍の施設があり昭和 62 年 5 月に全面返還
された地域です。当時は周囲をフェンスが取り
囲み内部はモクマオウと青々とした芝生を有す
る住宅が立ち並ぶなだらかな丘陵地帯でした。
その傾斜が適度なのか返還後、軍関係者住宅や
アスファルトが撤去された一時期フェンスの破
れ目から青年達が侵入し赤土むき出しの斜面で
モトクロスに興じていました。私の両親は自身
が所有する土地にいずれ新居を構え生活すると
いうことに関して青写真を描いていましたが、
まだ進路さえ決めていない学生の私はこのむき
出しの大地が官公庁・商業施設・高層ビルが屹
立する新都心たるにふさわしい一大発展地区に
なることは無論、まさか将来ここでクリニック
を開業することになろうとは想像もできません
でした。数年かけ徐々に宅地造成が進み周囲の
既存の街並みと高低差を合わせるように土砂を
埋めならして現在の新都心地区の基礎が形成さ
れました。ただでさえ沖縄戦当時、激しい地上
戦が繰り広げられ大幅に地形が変わったところ
に戦後米軍の施設ができ、返還後は現在のよう
な高層ビルが林立する地域です。一見、自然を
感じるところはありません。しかし町が形成さ
れる過程で我々は時に大地の一部を目にするこ
とができます。私のクリニックは国道 58 号線・
上之屋交差点から数十メートルしか離れていな
いので返還後の土地の形状は比較的大きく変化
しなかったはずですが、建物を建設する際に基
礎工事の段階で地下 10 メートル掘り下げたと
ころで地下水を確認することができました。新
都心地区自体がやや海抜の高いところに存在す
るので、そこを流れる地下水はさらに高いとこ
ろに蓄えられたものが流れてきたであろうと推
測されます。NHK のブラタモリという番組で
首里一帯の豊富な地下水は琉球石灰岩が基盤に
ある由、放送されていました。恐らく新都心地
区の地下水も水源は同じでしょう。開業でバタ
バタする中、ほんの一瞬ですが大自然の一部を
感じることができ心躍った瞬間でした。都市開
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発は我々が快適に生活するためには必要不可欠
でその過程で少なからず自然に犠牲を強いる一
面があります。沖縄県は人口増加率が全国有数
で観光客も増加傾向であることから年々交通渋
滞が激しくなっています。私のクリニックの眼
前の那覇環状線は現段階で上之屋交差点に突き
当たり T 字路を形成しています。これが平成
33 年までに 58 号線と交差する形で波の上臨港
道路と直結する上之屋道路が作られることが決
定しています。PL 教団と天久台病院の中間あ
たりの岩盤を掘削し緑地帯の真下をトンネルが
通る形で工事が予定されています。あの硬い琉
球石灰岩の岩盤をどう掘削するのか、曙側から
見てそびえ立つきれいな緑地帯をどう残すの
か、興味は尽きません。かつてのインフラ工事
といえば大きく景観を損なうことが批判の的で
したが、近年のうみそらトンネルのようにきれ
いなループを描き、また長距離の海中トンネル
であるにもかかわらず大雨時にも冠水しない優
れた排水システムを有するなど土木工事は日々
変化しています。上之屋道路ではどのような最
新技術が使われるのか非常に楽しみです。ちょ
うどクリニックから進捗状況が見えるので日々
観察したいと思っています。

「ケトン体が人類を
救う」！？をみて

美里ヒフ科　　
 平良　清人

　沖縄県医師会報 5 月号をみていると興味深い
随筆を見つけた。筆者の金城忠嗣先生とは中学・
高校の同級生（ずっと同じクラス）である。「ケ
トン体」というキーワードにもひかれた。
　色素性痒疹という疾患があり、急なダイエッ
トをしているときに頸部や腋窩などに網目状湿
疹が出現する。血中のケトン体との関連が予想
されているが病態がよくわかっていない疾患で

ある。最近も健康な女性で腹部や頬部の湿疹が
なかなか治らないという患者がいた。視診で診
断をつけ、尿検査を行なったところケトン体
3 ＋の結果であった。ケトン体といえば、勤務
医時代に救急部出向したときに担当した重症感
のある 1 型糖尿病患者の記憶がよみがえる。す
ぐさま治療が必要かと思い教科書やインターネ
ットを調べると、インスリンがちゃんと働いて
いる状態では高ケトン血症はあまり問題になら
ないようである。とりあえずほっとしたが、皮
膚症状を改善させるためには何か対策をしなけ
ればならない。

「最近、ダイエット（糖質制限）をしているよ
うですがそれが湿疹の原因になっているようで
す。糖分の摂取が必要です。」

「大金を払ってダイエットをしているのでやめ
る訳にはいかないです。体重も数キロ落ちてい
ます。」
　どうやらテレビなどでもおなじみのジムにか
よっているらしく、それ以上ダイエット中止を
すすめることが出来なかった。効果を実感して
いるならなおさらである。金城先生の随筆にも
書かれているが、ケトン体はもともとヒトの主
なエネルギー源のようであり必ずしも悪者では
ないようである。ヒトは飢餓に強いと言われる
が、体内のブドウ糖が減ったときにケトン体を
エネルギー源にできることも関係しているのだ
ろう。あまったブドウ糖は脂肪として蓄え、飢
餓のときにケトン体として利用する。そう考え
ると色素性痒疹があるからといって糖質制限を
やめさせるのも難しい。脂肪蓄積による生活習
慣病を考えるとむしろ色素性痒疹が出るくらい
ダイエットをした方がいいのだろうか？
　とはいえ糖質が大切なことは変わりない。
Nature Ecology and Evolution の論文で、霊長
類は社会生活の複雑さよりも果実を食べるかど
うかが脳容量をきめているのではないかとの報
告があった。エネルギー価の高い糖質を摂取す
ることで脳容量が大きくなり、結果的に認知能
力の向上につながったのかもしれない。私自身
も糖質を摂取して頭の回転を早くしようとして
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るが、なかなか結果に結びつかない。学生時代
から優秀な金城先生には身長でも学力でも負け
ているが、脂肪の蓄積量だけは、はるかに勝っ
ている。

私の故郷、慶留間島

沖縄協同病院　
 嘉陽　真美

　「それ！おじさんがいるから大丈夫よ、ジャ
ンプ！」
　大きなフェリーから小さなサバニに次々と乗
り移ります。大人はロープでできた梯子でフェ
リーからゆっくりサバニへ。こどもたちはサバ
ニで受け止める大人を信じてジャンプします。
海上でサバニに乗り継いだあとは、紺碧の海に
白い波がたっているのを眺めながら、これから
島でどう過ごそうか、わくわくしながら島へ向
かいます。
　私の幼少時の夏の思い出の多くは、母が生ま
れ育った慶留間島に遊びに行ったことでした。
慶留間島は慶良間諸島の一つで、阿嘉島の隣に
ある人口約 60 人の小さな島です。
　島では昔ながらの木造瓦屋根の祖父の家に滞
在し、毎日釣りや水遊びをして楽しみました。
夕食でスイカを食べて庭先に皮を並べておく
と、夜になってヤドカリが集まってくるので、
ヤドカリを集めておいて翌日の釣りの餌にして
いました。釣りは島の小さな港や岩場で行いま
したが、ミーバイやウツボがよく釣れました。
夜釣りも盛んでした。お風呂も楽しみの一つで、
ドラム缶風呂に祖父が火を起こしてくれて、ド
ラム缶を触るとヤケドするので、触れないよう
に、そーっと熱い風呂に入っていました。
　ある年の夏は、島で初めての夏祭りがあり、
慶留間幼小中学校のグラウンドに特設ステージ
が作られ、バンドの演奏や歌手のステージなど

もあり、最後は打ち上げ花火を上げて大盛り上
がりでした。…が、打ち上げ花火が原因で山火
事が起こってしまい、大人たちが大慌てで火を
消しに駆け回っていたのを覚えています。
　私が中学生・高校生になると夏休みも部活三
昧で、祖父も療養のため本島に転居したため、
なかなか島を訪れることはなくなりました。そ
のかわり、盆と正月にはフェリーにお中元やお
歳暮を載せて、島の親戚まで届けてもらってい
ました。不思議なことに、段ボール箱に行先の
家の名前を書いておくと、誰かが届けてくれて
いたのでした。母のいとこ（おじさんと私たち
は呼んでいます）が島にペンションをオープン
し、4 年前にやっと行くことができました。こ
の時は亡くなった母の遺灰を島に届ける目的も
ありました。
　泊港から高速船クィーンざまみで約 50 分、
阿嘉島に到着すると、おじさんが車で迎えに来
ていました。阿嘉大橋を渡って慶留間島のおじ
さんのペンションへ。大きなフェリーからサバ
ニに飛び乗ることはなく車で移動できることに
感激しているのも束の間、荷物を置いたら、ま
ず祖父の墓参りをし、母が亡くなったことを報
告しました。その後は島内を散歩し、新しくで
きたレストランを見て感動したり、以前祖父の
家があった場所を探したり、小さな商店にいっ
たり、懐かしい思い出にひたっていました。島
の至るところにケラマ鹿のフンが落ちていまし
たが、一度だけ山の中で鹿に遭遇することがで
きました。ゴソゴソと音がする方を見てみると、
耳を立てて警戒したケラマ鹿と一瞬だけ目が合
い、あっという間にいなくなっていました。
　海岸で釣りをしていると、小学生の女の子た
ちが数名走ってきて、次々に浜から海に飛び込
んでいき、数分泳いだ後、「あぶない魚（確か
ダツだったかな）がいるー！逃げろー」とキャ
ーキャー言いながら帰っていきました。島の人
たちも私たちを見つけては近づいてきて『釣れ
たねー？』と聞いていきました。『タコ釣った
から持っていきなさいよ』と生きたタコを手で
鷲掴みにして持ってきてくれたおじさんもいま
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した。『今から漁にいくから、帰ってきたらわ
けてあげるからねー』と言ってくれる人もいま
した。いつもほとんど釣れない私たちの家族で
すが、この時はオジサンやイシミーバイなど合
計 7 匹が釣れました。夜はおじさんの手料理で、
釣れた魚を刺身や汁物、揚げ物などいろんな料
理にしてもらい、とても美味しく頂きました。
亡くなった母や祖父の話など思い出話に花を咲
かせ楽しい一晩でした。
　翌日、帰る支度をして島のメインストリート
沿いにあるベンチで昼食のお弁当を広げて食べ
ていると、『野菜がとれたから持っていきなさ
いね』『久しぶりねー、あんたたちの島だから、
毎年来なさいよー』と通りすがりの島の人たち
から声をかけられました。何年も訪れていなか
った島でしたが、島の人たちは温かく迎えてく
れ、ここは私の故郷の一つだなとしみじみ感じ
ました。島に住んでいる高齢者は隣の阿嘉島へ
デイサービスに通っている方もいて、高齢化・
少子化のすすんだこの島に、医療者として何か
貢献できることはないだろうかと考えるきっか
けにもなりました。これからも島を訪れ地元の
人と交流し、私にできることを探したいなと思
っています。

マヌカハニーを試してみた
（You Tuber 風）

那覇市立病院 産婦人科
 池宮城　梢

　沖縄県医師会会員の皆様、こんにちは。
　突然ですが、皆様はマヌカハニーをご存知で
しょうか。
　先日テレビをみていたら、世の OL たちをヒ
イヒイ言わせている（？）というマヌカハニー
が紹介されていました。私はこの時初めてマヌ
カハニーの存在を知りました。1 分程度の短い
紹介 VTR でしたが、なぜか私は、無性にこの

マヌカハニーを試してみたくなりました。
　マヌカハニーとは、ニュージーランドに自生
するフトモモ科のマヌカという木の花からとれ
る蜂蜜です。マヌカの木は、古くから先住民族
が生薬として利用していたというありがたい木
で、その花からとれる蜂蜜はビタミン、ミネラ
ル、酵素等の天然成分が多く含まれており、な
かでもメチルグリオキサール（MGO）はその
高い殺菌効果が注目されています。そのまま食
べれば虫歯予防や咽頭の消炎、ピロリ菌の除菌、
腸内悪玉菌を除菌、傷やニキビに直接ぬっても
効果的、精油はアトピーにも効果があるという
スーパーフードです。原産国のニュージーラン
ドでは年間 1700 トン生産されているそうです
が、全世界での販売量はなぜか年間 10,000 ト
ン…これは、その注目度ゆえに偽物が多く出回
っているということを意味しています。そこで
ニュージーランド政府が主体となり、品質や効
果を保証するためのブランドマーク（認証制度）
が採用されています。主に使用されているのは
MGO や UMF などです。
　さて、これらの情報をもとに本物を掴むべ
く、私は信頼できる（と思っている）販売店
のサイトをのぞいてみました。購入したのは
MGO860 ＋。この数字はメチルグリオキサー
ルの含有量（mg/kg）であり、600 以上のもの
は全生産量の 1% 程度しかないそうです。とい
うわけで 860 はかなりの希少品、高級品です。
その蜂蜜 500g のお値段なんと￥24,980 也！！
初心者にはかなりの高額ですが、なぜこれを選
んだかというと、これよりお手頃価格のものは
すべて完売していたから、という残念な理由で
す。しかしこの売り切れ具合が、私にとっては
天然ものであることの信頼性を増す結果とな
り、購入を決めました。
　ここから You tuber 風（のつもり）。
　しばらくして蜂蜜が届きました。500g とあ
ってずっしりボリュームがあります。マヌカハ
ニー自体は、市販の蜂蜜と比べてやや粘調度が
たかく、透明度が低い感じです。味は、これま
た市販のものと比べるとかなり濃厚で少し苦み
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がありますが、蜂蜜の風味はしっかりしていま
す。パンにぬってたべても、蜂蜜を塗ったパン
というよりはパンにのせた蜂蜜を食べているよ
うで、かなり自己主張が強い感じです。お肌に
ぬってみると…翌日はしっとりすべすべ！！
　…といいたいところですが、面倒くさがりの
私は、蜂蜜をお肌に塗るという作業ができず、
その効果を検証することができませんでした。
毎日食べていますが、まだ半分程度しか消費し
ておらず、ここでお伝えできるほど即効性のあ
る効果はないので、残念ながら皆様にその魅力
を実況することができません。You tuber への
道は遠いようです。
　冷静に考えてみると、咽頭炎とかピロリ菌と
か、ふつうに治療したほうが短期間かつお手頃
価格で済むことですが、最近歳のせいか、天然
とか健康とかいう文字に飛びつく傾向がでてき
ました。しかし、何事も経験。一度は試してみ
るのも悪くないと思っています。
　今回マヌカハニーの効果を実況することはで
きませんでしたが、せめて、私のお腹にいたか
もしれないピロリさんが旅立たれたことを祈り
つつ、締めとさせていただきます。

サーフィン・ライフ
（人生）
中頭病院 糖尿病科

 湧田　健一郎

　医師会の皆さまこの度はこのような執筆の機
会を頂き、誠にありがとうございます。沖縄尚
学高校出身、H15 年に順天堂大学を卒業し、6
年前に帰沖しました。帰沖前、福井県で働いて
おりましたときにサーフィン（ロングボード）
を始めました。秋には越前クラゲの死骸（当時
は大量発生していました。）、冬には雪を踏みし
めて海に乗り出していきました。（海を知り尽

くした地元漁師さんに “お前らバカか” と背中
に熱い視線を受けながら。）その後、沖縄に帰
ってきて出会ったのがサップです。サップとい
っても格闘家のボブサップさんではありませ
ん。SUP（Stand Up Paddle）といいまして、
サーフボードの上に立ってパドルと言われるオ
ールを漕いで進むサーフィンです。（サバニの
上に立って漕ぐイメージでしょうか。）SUP は
ここ数年世界中で人気、人口ともに急増中で、
個人的にはそのうちオリンピック競技にもなる
のではと思っています。SUP の良いところは
誰でも簡単に始められる（大きめの板であれば
最初から立てます。）、波がなくても楽しめる（天
気が良く、風のない時などはまるで飛んでいる
ような気分になります。）、慣れてきたら波にも
乗れる（波乗り用の短い板もあります。）、何
歳でもできる、たぶん（海で 70 歳台の SUPer

（SUP をする人）の Dr にお会いしたこともあ
ります。）、自分のような 40 過ぎのおっさんが
海に入る理由になる（おっさんが一人で水遊び
するには若干抵抗があるので。）等、キリがあ
りません。是非お勧めです！
　私自身、大学時代は優しい？先輩方に剣道
部でしごかれていたのですが、（再開しようと
考えておりますがなかなか出来ておりません。）
サーフィンと、武道には共通点があるように感
じています。それは、ひとつひとつの過程に人
生観のようなものが含まれているということで
す。波乗りを①パドルアウト②波待ち③波乗り
④感謝の 4 つの過程に分けました。①パドルア
ウトは岸から波に乗るポイントまで沖へ出てい
くことです。その際、板の上にうつ伏せ（SUP
の場合は立って。）になり手で（またはパドル
で。）漕いで前に進まなければなりませんが、
ポイントまでに行く間に打ち寄せる波を超えな
くてはいけません。波の下を潜るか、正面から
受けるかして超えていく（下手に逃げようとす
ると逆に波にまかれてしまいます。）のですが、
波はセットといって 1 度に何本かまとめてやっ
てくるので、すべてしのがなければなりません。
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しかし、波の圧倒的パワーの前では強引に前に
進もうとしてもなかなか進まないものです。そ
こでセットが来ているときには割り切って今の
場所より後ろへ持っていかれないように現位置
の維持を目標に淡々と耐えて、セットとセット
の間に沖へ進みます。人生の中では自分の力で
どうしようもない様な試練が度々訪れます。し
っかり見極め、通り過ぎるまでは潰されないよ
うに黙々と耐え乗り切っていきたいものです。
②実際波に乗るときにはピークと呼ばれる波が
崩れるポイントで乗りますが、そこでいい波が
来るまで波待ちをします。そこには大抵、数名
のサーファーがいますが、先に入っている方や、
いつも入っている地元の人（ローカル）を尊重
しながらゆっくりと入っていきます。日常生活、
仕事でも、決して焦らず、詩人、相田みつを
さんの “奪い合えば足りぬ、分け合えば余る。”
を心がけたいと思っております。そして、ゆっ
くり体制を整え、いつでも波に乗れる状態で待
機します。チャンス（最高の波）は一度しかな
いという感じで待ちます。日常でもチャンスと
いうのはそれほど多くは訪れないと思いますの
で逃さないように常に万全を整えておきたいも
のです。③実際波に乗っている時間は数秒です。
この数秒のためにすべきことがなんと多いこと
か。しかしながらしっかりと準備し、結果きち
んと乗れた波は二度と訪れない世界で一つしか
ない波ですから何とも言えない達成感を味わう
ことが出来ます。④波乗りは、一人では不可能
で、海、波、安全なポイント、譲り合う他のサ
ーファー等の要素がなければ達成することが出
来ませんので、周りのすべて、そして、今自分
が “無事” なことに毎回感謝しながら海から上
がります。（以前目の前で大きめの魚が一瞬で
食いちぎられ、辺りが血の海になったことがあ
りますが、その時は生きた心地はしませんでし
た。（笑））この混沌とした世の中で、毎日安心
して過ごせる、そしてチャレンジできる状況に
あることは決して当たり前のことではなく、あ
りがたい事だと日々感じながら 1 日 1 日を淡々
と、全力を尽くしていきたいです。

読谷の海上にて

沖縄で過ごした 10 年間

沖縄県立宮古病院 産婦人科
 石川（糸数）裕子

　私はもともと東京都の入谷（上野と浅草の中
間）というところの出身ですが、縁あって沖縄
に居住して 10 年目になります。その間に 3 つ
の県立病院で勤務させていただきました。この
10 年間をふりかえってみました。

　東邦大学医学部 6 年生のときに 2 ヶ月間の
自由研修期間があり、2006 年の 4 月から 6 月
まで県立北部病院で学生実習をさせていただき
ました。その後、2007 年から 2 年間、北部病
院で初期研修医となりました。私達は北部病院
研修医の 4 期生であり、同期は 5 名（男 3 名、
女 2 名）でした。この頃、先輩研修医も北部病
院で継続して勤務している方が多く、仕事をは
じめ社会人としての対応など、様々なことを教
えていただきました。またスタッフの先生方、
看護師さん、技師さん達に何もわからない状態
から指導していただき、医師としての基礎を作
ることができたと思います。同期は 5 名しかい
なかったので同じ科になることはなく、病棟で
も救急でもほぼ全ての症例を担当医として診療
させていただきました。医師になって全く何も
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わからない時期に同期の存在はとても心強かっ
たですが、科が違うのでなかなか集まることが
できませんでした。5 名のうち私を除いた 4 名
は現在、県外で勤務しています。北部病院研修
中に地域医療で伊是名、伊平屋診療所にそれぞ
れ 2 週間、行かせていただきました。伊是名で
はちょうど豊年祭に重なり、初日から毎晩エイ
サーを特訓され、誰かの家でごはんを食べる生
活を 2 週間してやっと本番に間に合ったのを覚
えています。その間に知り合った方々とは今も
交流がありますが、伊是名は遠いので、その後
島に行くことはできていません。

　2009 年から県立中部病院産婦人科に後期研
修医として勤務しました。1 年目のインターン
の時期に 2 ヶ月間研修させていただいていまし
たが、まず同期が多いことに驚きました。同じ
科に同期がいるのが不思議な気がしました。中
部病院はやはり忙しく、重症患者もとても多く、
教科書にのっているような症例をほぼ経験する
ことができました。一度、その症例を実際にみ
ているかみていないかで大きく違うことを実感
しました。分娩数および手術数も多く、様々な
症例を経験させていただきました。産婦人科医
としてはじめたこの時期に中部病院で研修でき
たことはとても幸せなことだったと思います。
至らないことが多く周囲の方々にご迷惑をかけ
ながらも研修を終了し、スタッフとして勤務さ
せていただきました。その中で 2014 年の 2 月
に娘を出産しました。帝王切開で分娩し、娘は
中部病院の NICU にお世話になりました。妊
娠中および分娩を経て、今までよりも患者さん
の気持ちになって診療することが多くなりまし
た。また親になって親のありがたさがとてもよ
くわかるようになりました。今まで大した親孝
行もしていないため、せめて孫の顔を見るのを
心待ちにしている母と祖母に近況報告したり、
短い時間でも帰省して顔をみせるようにしてい
ます。

　2017 年 4 月より県立宮古病院で勤務するこ
ととなりました。研修医の時に 4 ヶ月間勤務し

た 4 年ぶりの宮古は以前よりもお店が増えて
便利になっていました。以前勤務した旧病院は
更地になっており少し寂しい気もしました。看
護師さんや技師さんは旧宮古病院はじめ北部病
院、中部病院でお世話になった方々も多く、再
びともに働けることを心強く思っています。

　ご縁があり 10 年以上沖縄に住むことになり、
沖縄で家族もできました。この 10 年間で沢山
の人と出会い、人生の節目となる色々なことを
経験しました。夫は沖縄の人なので沖縄に親戚
も沢山できました。家族や親戚も大切にしつつ、
子育てが落ち着いたら自分の勉強および地域に
できることをやっていきたいと思っています。

　時折東京に帰ると必ず幼なじみ、小学校、中
学校の友人と会います。普段はあまり連絡をと
っていませんが、数年ぶりに会うと話が尽きま
せん。家族をもって子育てをしている人、仕事
をがんばっている人、海外に居住している人な
ど様々ですが、やはり会って話をすると自分も
含めて昔とあまり変わっておらず、安心します。
沖縄という場所柄、旅行がてらに突然連絡して
くれる友人も多く、来れば短い時間でも会いに
いくことがあります。今後も、旧友達との付き
合いは今まで通り大切にして続けていきたいと
思います。

「やっぱり皮膚科は
おもしろい」
那覇市立病院皮膚科

粟澤　剛

　私は琉大の 21 期生で 2007 年に卒業し、医
師として 11 年目になります。まだまだ駆け出
しの若造ですが、ようやく嘴の黄色味も取れて、
やっと一人前の仲間入りをはたせたばかりとい
ったところでしょうか。
　2016 年 9 月より那覇市立病院皮膚科に赴任
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　それまでは、（正直いいますと）皮膚外科以
外にはあまり興味がありませんでした。いつも、
どう切るか、どう治すかしか考えておらず、読
む本も手術書と解剖アトラスだけでした。
　それが教科書に載るような稀だけれども有名
な皮膚疾患を経験し、頭の中からその診断名を
引き出せた時、何ともいえない感動を覚えまし
た。この時初めて、診断することの楽しさに触
れました。
　今、那覇市立病院の皮膚科長を任され、まさ
に感動の連続です。病に苦しむ患者を癒すこと
が医師の本懐とするならば、現在の心境は少々
不純なものかもしれませんが、これまで経験し
たことのない皮膚疾患と出会えることを待ち遠
しく感じてしまいます。
　医者の人生は始まったばかりだとつくづく思
います。まだまだ私では診断に至らない、治す
ことのできない病気がたくさんあります。一年
後、三年後、五年後、十年後、今の自分は今の
ままか、それとももっと成長しているか。診断
率はどこまで上がるか、治癒率はどこまでのば
せるか、将来に思いを馳せつつ、今日も一生懸
命、一人また一人と笑顔で患者を診療するのみ
であります。

して早くも 9 カ月が過ぎました。赴任当初は皮
膚科の診療体制を大幅に改革するということも
あって、嵐のように荒れてバタバタしていまし
たが、最近は新体制も馴染んで仕事に落ち着き
が出てきました。
　もともと、解剖や外科的手技に興味があり、
学生の頃から外科系を専攻しようと決めていま
したが、皮弁術というものに魅せられて以来、
体表外科（世間一般には形成外科といいます
が、皮膚科においては皮膚外科と称します）に
傾倒していきました。皮膚科（皮膚外科）を志
したのは、当時琉大に形成外科学講座がなかっ
たのも要因ですが、何といっても皮膚癌をどう
直すか、即ち、根治のための拡大切除か QOL
のための縮小切除か、はたまた審美的機能的な
再建術か、これらのジレンマに対する挑戦が非
常にやりがいのある仕事として確信できたから
です。
　今でこそ皮膚科の旗を高々と掲げています
が、思い起こせば、2009 年に琉大皮膚科に入
局してすぐ翌年の 2010 年には豊見城中央病院
形成外科（峯　龍太郎先生）、2011 年には中部
徳洲会病院形成外科（大石正雄先生）のもとへ
配属され、皮膚科そっちのけで形成外科の修行
からスタートした皮膚科人生でした。当然のよ
うに形成外科にはまり、2012 年に大学へ帰還
した後もハートライフ病院形成外科の東盛貴
光先生のご好意で勉強を続けさせてもらって
いました。当時は皮膚科学の知識において同期
に差が付けられ、焦りも少々ありましたが、今
では逆にこの経験がアドバンテージになって
います。
　そんなスタートだったこともあり、大学に戻
ってからは、もっぱら皮膚癌を切る役目を担っ
ていました。皮膚癌は体表面とはいえ身体のあ
りとあらゆる部位にできるものですから、それ
こそ頭の先から足の先まで切るのが仕事であ
り、充実した日々を過ごしていました。
　ところが皮膚癌の手術が一通り出来るように
なり、皮膚科専門医試験のための勉強を通して
皮膚外科以外の知識もつき始めたころ、心境の
変化がありました。

私のスーパー
おばぁちゃん

琉球大学医学部附属病院
 産婦人科

 知念　行子

　最近、佐藤愛子著「90 歳。何がめでたい」
という本に出合った、御年 93 歳の著者の日常
のことに対するエッセイだが、そのはきはきと
した怒りっぷりは、読んでいて気分爽快！もく
じの第 1 が「こみ上げる憤怒の孤独」第 2 が「来
るか？日本人総アホ時代」90 代のおばぁちゃ
んのずばずばした辛口の言葉と若い世代への斜
めからの愛がところどころに盛り込まれ、笑い
転げる面白さだった。
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たり外食をしたり、夜はマッサージをして声を
かけた。そうこうしているうちにあーちゃまは
背筋がしゃきっとして目がぱっちり、もとの辛
口のスーパーおばぁちゃんに戻ったのである。
そして、今日に至るまで健在である。
　あれは何だったのかなぁと母に聞くと、「あ
ーちゃまの一時的なストライキだったんじゃな
いかな」長い人生へのストライキ？老いに対す
るストライキ？わかるような、わからないよう
な答えだった。その後、あーちゃま本人に聞い
てみたが「覚えてねぇ、わがんね」と恥ずかし
そうに笑っていた。でも本当に「ストライキ、
もうやーめた。私、まだまだいけます。」とば
かりに、もとに戻ったのである。私は産科医の
ため高齢者医療に関わった経験が少ないが、間
近で 88 歳の可能性の大きさを見せてもらった。
　先日、誕生日プレゼントにカバンを送ったと
ころ、とても気に入ってくれて、お礼の達筆な
お手紙を送ってくれた。子供の時の私たちにも
話すときはいつも丁寧な言葉で声をかけてくれ
た。敬老の日のお返しには、すぐにお礼の電話
をくれたり、時々の北国の季節の変わり様など、
きれいな和紙の封筒にお手紙を書いてくれた。
こんな心配りの仕方や女性として身ぎれいでい
ることなど、離れていてもいろいろ教えてくれ
た。こんな風に年を取りたいと思えるおばあち
ゃんが身近にいる幸せを感じる。

「92 歳。めでたい！めでたい！」今年の冬も会
えるのを楽しみに待ってます！

　さて、五十嵐嵯峨子、山形県山形市在住、御
年 92 歳　私の母方の祖母である。愛称「あー
ちゃま」は、市内で何代も続く本屋さんに嫁ぎ、
そこでずーっと働いてきた。息子に社長を代替
わりした今も、雨の日も雪の日も本屋に通い（往
復徒歩で 6 千歩！）、従業員やおなじみのお客
さん、商店街の人たちに声をかけまわる。午後
は日替わりで書道や日本舞踊、フィットネスク
ラブに本気で取り組み、ランチを友人と食べ歩
き！スーパーおばぁちゃんである。
　毎年 12 月から 2 月の約 2 ヵ月半、暖かい沖
縄に越冬しに来てくれるのが、ここ 8 年間の恒
例行事となっている。あーちゃまがやってくる
と聞くと、孫の私たちは、うれしさ一番、今年
のハプニングはなんだろうと、どきどきわくわ
くが始まる。あーちゃまは基本的に、にこにこ
笑顔をふりまいたりしない、嫌なものは「やり
だぐね」（山形弁）と言い、おいしくないと「こ
れ、んまくねえな」と、白黒はっきりしている。
また、好奇心旺盛なのでお出かけすると、通り
すがりなど全然知らない人にどんどん話かけて
会話を楽しむので、一緒にいる私たちはドキド
キハラハラ、苦笑いである。
　そんなスーパーおばぁちゃんのあーちゃまが
88 歳のときに、元気がなくなったことがあっ
た。ぼーっとして身なりにも構わず、寝ている
時間が長くなった。私は年なのかなぁ、このま
ま悪くなっていくのかなと思った。しかし、母
はあきらめなかった。沖縄に呼んで、引っ張る
ように毎日一緒に出かけて、ウォーキングをし


